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極楽坊保育園

奈良市立飛鳥中学校の生徒が、奈良市の「極楽坊保育園」を訪問。
園児とおやつタイムを過ごしたり、一緒に遊んだりして、保育士さんが働く現場を体験。
最後、園児たちは「お兄ちゃんたち」と離れたくないくらい仲良くなりました！

～保育所編～

奈良県奈良市紀寺町829
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子どもの笑顔を
毎日見れるのは
幸せです！

この仕事の魅力・やりがいは
何ですか？

職場体験後にみんなの
感想を聞いてみたよ！

藤本 由規子さん ▶ 「極楽坊保育園」保育士（入職6年目）

学生さんたちの素直な質問を受けて、改めて自分の仕事について深く
考えるいい機会になりました。子どもたちの笑顔を毎日見れる仕事を
できていることは本当に幸せです。保育士は「子どもの命を預かる仕
事」でもあるので、その責任の重さも日々感じています。

子どもの気持ちを
理解できる保育士に

なりたい！

大野 恵菜さん ▶ 「極楽坊保育園」保育士（入職5年目）

最初は学生さんたちも緊張気味でしたが、私たちのアドバイスをしっ
かり聞いて、子どもたちとやさしく接してくれたので、うれしかったで
す。これからは、たくさんの子どもがいる中で、一人ひとりの子どもの
気持ちを理解できる保育士になることが目標です。

元々子どもが好きだったので、今回参
加しました。小さい子どもは、もっと騒
がしいのかなと思っていたけど、みんな
ちゃんと自分たちの言うことを聞いて
くれて、うれしかったです。

子どもたちを笑顔にする保育士さんに
憧れがあり、この体験を希望しました。
今日は貴重な経験ができて、すごく楽
しかったです。本気で保育士をめざして
みようかなと思いました。

保育士さんの仕事は、そんなに楽しそ
うじゃないと思っていたけど、今日の体
験でこの仕事のおもしろさにふれるこ
とができたので、よかったです。機会が
あれば、もう一度体験したいです！

どの先生も、泣いている子がいたらすぐ
にそばに寄って話しかけたり、子どもの
性格に合わせて接し方を変えているこ
とに驚きました。保育士さんのイメージ
がすごく良くなりました。

藤本　子どもの成長をそばで感じられる
ことが、一番のやりがいです。子どもなら
ではの考えや言葉を聞くことができること
もおもしろさの一つです。子どもの成長は
驚くほど早く、昨日できなかったことがで
きるようになると、一緒に喜べるので、そ
の瞬間はとてもうれしいです。

この仕事をする上で大切に
していることは何ですか？

大野　仕事をする時は、「いつも笑顔でい
ること」と「明るさ」を大切にしています。
それは、この仕事を始めて、先輩の先生や
子どもたちから学んだことです。子どもと
接する時はもちろん、保護者の方々や先生
同士とコミュニケーションをとる時も、そ
れは重要なことだなと感じています。

子どもたちに対してイライラする
ことはないのですか？

大野　子どもたちは、私たち大人とは全く
違う考えを持っています。それに加えて、さ
まざまな個性があるので、それを把握する
までは悩むこともたくさんあります。でも、
イライラするというより、「そういう考えも
あったんだ」「なるほど」と思うことが多く、
その発想力にいつも驚かされます。

泣いている子どもを
あやすコツはありますか？

藤本　泣いている理由によって違うので、
まず「なぜ泣いているか」をちゃんと聞いて
みます。それでも口を閉ざしていれば、場
所を変えてみたり、その子が落ち着くまで、
そばにいてあげたりします。この仕事を続
けていると、泣いている理由を聞かなくて
もなんとなくわかるようになってきました。

中学・高校生の時から
勉強しておいたほうがいいことは
ありますか？
藤本　保育士の試験には、ピアノの実技も
入っているので、ピアノに慣れておくといい
かもしれません。でも、いろんな子どもたち
とふれあうことが一番学ぶことが多いと思
います。保育園や幼稚園でボランティアを
募集しているところもあるので、興味があ
れば申し込んでみるのもいいと思います。

僕たち4人で突撃取材！

さしい心と健やかな身体を育てる」が保育目標の極楽坊保
育園は、奈良市内では最も定員数が多く、県内でも有数の大

規模な保育所です。多くの園児を預かる中でも一人ひとりとしっか
り向き合いながら、成長を見守る保育を行っています。また、保育所
に通っていない子どもやそのお母さんの助けとなる園庭開放や悩
み相談などの「子育て支援」にも力を入れています。
　このような保育や支援で地域からも信頼される極楽坊保育園
を、地元の飛鳥中学校の2年生4名が、職場体験で訪問。まずは、園
児と一緒に「おやつタイム」を過ごすところから体験スタート。全員

が希望して参加したということで、スムーズに進むかと思いきや、み
んな緊張でガチガチ。それでも、保育士さんたちのアドバイスで、
徐々に中学生も笑顔が増え、子どもたちも安心して一緒に行動し始
めました。おやつを食べさせてあげるのもだんだん上手くなり、中学
生たちも本物の保育士のように見えてきました。「おやつタイム」のあ
とは、「遊びの時間」。はじめとはうってかわって、みんな積極的。子ど
もたちからどんどん近づいていく光景も見られました。最初は、子ど
もと恐る恐る接していた中学生も体験が終わると、「もっと一緒に遊
びたい」という表情で、その姿からは充実感が感じられました。

「や

飛鳥中学校の2年生

実際どうなの？

藤本 由規子さん
（入職6年目）

大野 恵菜さん
（入職5年目）
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